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１．令和４年 12月期の連結業績（令和４年１月１日～令和４年 12月 31日） 
（１）連結経営成績                                                          （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属す

る当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

令和４年 12 月期 3,505 △24.7 87 △72.3 41 △86.8 3 △98.0 
令和３年 12 月期 4,657 5.9 314 △29.5 314 △25.6 183 △14.9 

（注） 包括利益      令和４年 12月期   3百万円（△98.2％）  令和３年 12月期 182百万円（△16.6％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

 円   銭 円   銭 ％ ％ ％ 

令和４年 12 月期 3.21 - 0.8 1.6 2.5 
令和３年 12 月期 160.65 - 52.4 12.7 6.7 

（参考）持分法投資損益    令和４年 12月期    -百万円  令和３年 12月期    -百万円 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。 

   ２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 令和２年３月 31 日）等を当連結会計年度の期首から適用してお

り、令和４年 12月期に係る連結経営成績については、当該会計基準等を適用した後の数値を記載しております。 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

令和４年 12 月期 2.681 444 16.6 389.90 
令和３年 12 月期 2,487 441 17.7 387.02 

（参考）自己資本       令和４年 12月期    444百万円  令和３年 12月期    441百万円 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 令和２年３月 31 日）等を当連結会計年度の期首から適用してお

り、令和４年 12月期に係る連結財政状態については、当該会計基準等を適用した後の数値を記載しております。 

 

（３）連結キャッシュ･フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ･フロー 
投資活動による 

キャッシュ･フロー 
財務活動による 

キャッシュ･フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

令和４年 12 月期 △169 △203 516 839 
令和３年 12 月期 35 △64 84 720 
 
２．配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額 
（合計） 

配当性向 
（連結） 

純資産配当率 
（連結） 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 百万円 ％ ％ 
令和３年 12月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - - 
令和４年 12月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - - 

令和５年 12月期(予想) - 0.00 - 0.00 0.00 - - - 
 
 



 

 

３．令和５年 12月期の連結業績予想（令和５年１月１日～令和５年 12月 31日）      （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 3,351 △4.4 303 249.2 245 492.4 162 - 142.12 

 

※ 注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 
   新規 －社（社名）－ 
   除外 －社（社名）－ 

 
 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
② ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

  （注）詳細は、添付資料 P.13「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計
方針の変更）」をご覧ください。 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 令和４年 12月期 1,140,000株 令和３年 12月期 1,140,000株 

② 期末自己株式数 令和４年 12月期 -株 令和３年 12月期 -株 

③ 期中平均株式数 令和４年 12月期 1,140,000株 令和３年 12月期 1,140,000株 

 

 

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 （将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。 
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１． 経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

当連結会計年度（令和４年１月１日から令和４年12月31日）における我が国の経済は、新型コロナウイルス

感染症の増加が見られるものの制限の緩和など少しずつ以前の経済活動を取り戻しつつあります。一方ロシア

のウクライナ侵攻による世界経済不安は収まらず、その影響による物価高、資源高で個人消費の冷え込みがよ

り一層懸念されております。また、外国為替市場の円安の影響で当社グループは大きな影響を受け経営状況は

悪化しております。そのような状況下において、当社グループでは円安による仕入価格の高騰、物価高の状況

での販売価格、商品原価の見直しを行い、また、コールセンター業務や出荷業務を内製化することで更なるコ

スト削減を行い期間後半では利益が確保できる体制を整備してまいりました。 

 

その結果、当連結会計年度の売上高は3,505,022千円（前年同期比24.7％減少）、営業利益は87,007千円

（前年同期比72.3％減少）、経常利益は41,441千円（前年同期比86.8％減少）、親会社株主に帰属する当期純

利益は3,664千円（前年同期比98.0％減少）なりました。なお、「収益認識に関する会計基準」等を当連結会

計年度の期首から適用しており、当連結会計年度の売上高は18,592千円減少し、営業利益、経常利益及び税金

等調整前当期純利益はそれぞれ2,103千円減少しております。詳細については「３．（５）連結財務諸表に関

する注記事項 （会計方針の変更）」をご参照ください。  

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。なお、当連結会計年度よりセグメント区分を変更し、皮

革製品販売事業、メディア事業、不動産事業の３区分といたしました。 

前連結会計年度のセグメント区分との関係は次のとおりであります。 

前連結会計年度 当連結会計年度 

クロスメディア事業 

店舗事業 

海外事業 

皮革製品販売事業 

その他 メディア事業 

－ 不動産事業 

 

（皮革製品販売事業） 

皮革製品販売事業は、外国為替市場の円安の影響により収益が悪化いたしましたが、期間後半では円安によ

る仕入価格の高騰や物価高での販売価格、商品原価の見直しを行い利益構造の変革を実施いたしました。また、

コールセンター業務や出荷業務を内製化することにより資金の社外流出を抑え新たな利益構造を構築してまい

りました。 

この結果、皮革製品販売事業の当連結会計年度の業績は、売上高3,264,928千円（前年同期比28.3％減少）、

セグメント利益307,446千円（前年同期比44.2％減少）となりました。 

 

（メディア事業） 

メディア事業は、事業開始２年目を迎え、運営する２メディアが引き続き右肩上がりに売上を拡大しており

ます。月間ＰＶも１月は２億ＰＶに迫る勢いで、その後も経営状況は好調に推移しております。特に好調な
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Coordi Snapではファッション以外にも様々なジャンルの記事の配信を手掛けております。 

この結果、メディア事業の当連結会計年度の業績は、売上高220,928千円（前年同期比108.7％増加）、セグ

メント利益は70,268千円（前年同期比192.2％増加）となりました。 

 

（不動産事業） 

不動産事業は、東京都、大阪府、鳥取県に当社グループが所有している物件の賃貸収入であり、８月には温

泉旅館をオープンいたしましたが、開業にかかる経費が発生しております。 

この結果、不動産事業の当連結会計年度の業績は、売上高19,165千円、セグメント損失は26,626千円（前年

同期はセグメント損失5,000千円）となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

（流動資産） 

   当連結会計年度末における流動資産の残高は、1,770,114千円（前連結会計年度末は、1,716,114千円）と

なり53,999千円増加しました。前渡金が90,791千円減少したものの、現金及び預金が118,312千円増加した

ことが主な要因であります。 

 

（固定資産） 

   当連結会計年度末における固定資産の残高は、911,489千円（前連結会計年度末は、771,463千円）となり

140,025千円増加しました。投資不動産が227,606千円減少したものの、建物及び構築物が174,268千円、土

地が164,156千円増加したことが主な要因であります。 

 

（流動負債） 

当連結会計年度末における流動負債の残高は、1,250,217千円（前連結会計年度末は、1,246,604千円）と

なり3,612千円増加しました。１年内返済予定の長期借入金が257,642千円、未払金が249,217千円減少した

ものの、短期借入金は594,000千円増加したことが主な要因であります。 

 

（固定負債） 

当連結会計年度末における固定負債の残高は、986,899千円（前連結会計年度末は、799,765千円）となり

187,133千円増加しました。長期借入金が196,887千円増加したことが主な要因であります。 

 

（純資産） 

当連結会計年度末における純資産の残高は、444,486千円（前連結会計年度末は、441,207千円）となり

3,278千円増加しました。親会社株主に帰属する当期純利益が3,664千円となったことにより利益剰余金が増

加したことが主な要因であります。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

     当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較し

て118,311千円増加し、839,214千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のと

おりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により減少した資金は169,404千円（前年同期は35,498千円の増加）となりました。これは主に

税金等調整前当期純利益33,976千円によるものであります。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により減少した資金は203,124千円（前年同期は64,427千円の減少）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出166,671千円によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により増加した資金は516,176千円（前年同期は84,153千円の増加）となりました。これは主に

長期借入れによる収入415,000千円、短期借入金の純増加額594,000千円、長期借入金の返済による支出

475,755千円によるものであります。 

 

（４）今後の見通し 

コロナ禍の中、事業環境は不透明な状況でありますが、皮革製品販売事業をコアとし、2023年版の新商品

を中心に更なる売上拡大を目指してまいります。 

翌連結会計年度（令和５年12月期）の連結業績予想につきましては、売上高3,351百万円（前期比4.4％

減）、営業利益303百万円（前期比249.2％増）、経常利益245百万円（前期比492.4％増）、親会社株主に帰

属する当期純利益162百万円（前年同期は親会社株主に帰属する当期純利益3百万円）を見込んでおります。 

 

  ２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準に基

づいて連結財務諸表を作成する方針であります。 

なお、国際財務報告基準（IFRS）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向などを踏まえた

上で検討を進めていく方針であります。 
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 ３．連結財務諸表及び主な注記 

（１）連結貸借対照表 

(単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(令和３年12月31日) 
当連結会計年度 

(令和４年12月31日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 781,086 899,399 

  受取手形及び売掛金 287,135 279,890 

  商品 485,767 483,818 

  原材料及び貯蔵品 2,723 1,693 

  返品資産 - 3,745 

  前渡金 135,300 44,509 

  その他 24,160 57,099 

  貸倒引当金 △59 △40 

  流動資産合計 1,716,114 1,770,114 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 119,678 293,947 

   機械装置及び運搬具（純額） 780 3,786 

   工具、器具及び備品（純額） 12,107 9,846 

   土地 150,382 314,538 

   建設仮勘定 660 30,074 

   その他（純額） - 351 

   有形固定資産合計 283,609 652,545 

無形固定資産   

 のれん 4,353 3,483 

 その他 29,679 20,565 

 無形固定資産合計 34,033 24,048 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 20,441 19,931 

   投資不動産（純額） 227,606 - 

   長期前払費用 15,275 7,856 

   繰延税金資産 105,482 111,255 

   その他 85,013 95,853 

   投資その他の資産合計 453,820 234,896 

  固定資産合計 771,463 911,489 

資産合計 2,487,578 2,681,603 
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 (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(令和３年12月31日) 
当連結会計年度 

(令和４年12月31日) 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 11,147 7,237 

  短期借入金 206,000 800,000 

  １年内返済予定の長期借入金 457,728 200,086 

  未払金 429,743 180,525 

  未払法人税等 89,500 22,905 

  リース債務 7,047 3,517 

  店舗閉鎖損失引当金 15,252 3,384 

  返金負債 - 5,848 

  その他 30,184 26,713 

  流動負債合計 1,246,604 1,250,217 

 固定負債   

  長期借入金 742,476 939,363 

  リース債務 7,374 3,857 

  退職給付に係る負債 32,153 27,574 

  資産除去債務 4,529 6,510 

  その他 13,232 9,594 

  固定負債合計 799,765 986,899 

 負債合計 2,046,370 2,237,117 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 30,000 30,000 

  資本剰余金 22,000 22,000 

  利益剰余金 386,460 390,124 

  株主資本合計 438,460 442,124 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,479 2,143 

  為替換算調整勘定 267 218 

  その他の包括利益累計額合計 2,747 2,361 

 純資産合計 441,207 444,486 

負債純資産合計 2,487,578 2,681,603 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

①連結損益計算書 

(単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 令和３年１月１日 
至 令和３年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 令和４年１月１日 
至 令和４年12月31日) 

 売上高 4,657,332  3,505,022 

 売上原価 1,155,395  1,104,206 

 売上総利益 3,501,937  2,400,815 

 販売費及び一般管理費 3,187,785  2,313,808 

 営業利益 314,152  87,007 

 営業外収益   

  受取利息 66 43 

  受取配当金 577 610 

  受取賃貸料 18,347 - 

  補助金収入 4,868 4,805 

  その他 9,997 4,658 

  営業外収益合計 33,856 10,117 

 営業外費用   

  支払利息 19,675 17,933 

  賃貸費用 13,659 - 

  為替差損 - 36,306 

  その他 553 1,443 

  営業外費用合計 33,887 55,683 

 経常利益 314,121 41,441 

 特別利益   

  固定資産売却益 - 859 

  特別利益合計 - 859 

 特別損失   

  固定資産除却損 320 - 

  減損損失 6,285 8,323 

  店舗閉鎖損失 28,852 - 

  特別損失合計 35,458 8,323 

 税金等調整前当期純利益 278,663 33,976 

 法人税、住民税及び事業税 112,392 35,910 

 法人税等調整額 △16,865 △5,597 

 法人税等合計 95,527 30,312 

当期純利益 183,136 3,664 

 親会社株主に帰属する当期純利益 183,136 3,664 
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②連結包括利益計算書 

(単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 令和３年１月１日 
至 令和３年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 令和４年１月１日 
至 令和４年12月31日) 

 当期純利益 183,136 3,664 

 その他の包括利益   

  その他有価証券評価差額金 △24 △335 

  為替換算調整勘定 △311 △49 

   その他の包括利益合計 △335 △385 

 包括利益 182,801 3,278 

 （内訳）   

   親会社株主に係る包括利益 182,801 3,278 

   非支配株主に係る包括利益 - - 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

    前連結会計年度（自 令和３年１月１日 至 令和３年12月31日） 

(単位：千円) 

 株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 

当期首残高 30,000 22,000 203,324 255,324 

当期変動額     

 親会社株主に帰属する

当期純利益 

  183,136 183,136 

 株主資本以外の項目の

当期変動額（純額） 

    

当期変動額合計 - - 183,136 183,136 

当期末残高 30,000 22,000 386,460 438,460 

 

 その他の包括利益累計額 

純資産合計 その他有価証

券評価差額金 

為替換算 

調整勘定 

その他の包括利

益累計額合計 

当期首残高 2,503 578 3,082 258,406 

当期変動額     

 親会社株主に帰属する

当期純利益 

   183,136 

 株主資本以外の項目の

当期変動額（純額） 

△24 △311 △335 △335 

当期変動額合計 △24 △311 △335 182,801 

当期末残高 2,479 267 2,747 441,207 
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当連結会計年度（自 令和４年１月１日 至 令和４年12月31日） 

(単位：千円) 

 株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 

当期首残高 30,000 22,000 386,460 438,460 

当期変動額     

 親会社株主に帰属する

当期純利益 

  3,664 3,664 

 株主資本以外の項目の

当期変動額（純額） 

    

当期変動額合計 - - 3,664 3,664 

当期末残高 30,000 22,000 390,124 442,124 

 

 その他の包括利益累計額 

純資産合計 その他有価証

券評価差額金 

為替換算 

調整勘定 

その他の包括利

益累計額合計 

当期首残高 2,479 267 2,747 441,207 

当期変動額     

 親会社株主に帰属する

当期純利益 

   3,664 

 株主資本以外の項目の

当期変動額（純額） 

△335 △49 △385 △385 

当期変動額合計 △335 △49 △385 3,278 

当期末残高 2,143 218 2,361 444,486 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 令和３年１月１日 
至 令和３年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 令和４年１月１日 
至 令和４年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 278,663 33,976 

 減価償却費 24,329 34,322 

 長期前払費用償却額 19,544 14,056 

 のれん償却額 - 870 

 貸倒引当金の増減額(△は減少) △15 △18 

 退職給付に係る負債の増減額(△は減少) 4,649 △4,578 

 店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 28,852 △11,868 

 受取利息及び受取配当金 △643 △654 

 支払利息 19,675 17,933 

 為替差損益（△は益） - 26,724 

 減損損失 6,285 8,323 

 固定資産売却益 - △859 

 固定資産除却損 320 - 

 補助金収入 △4,868 △4,805 

 売上債権の増減額（△は増加） 182,523 8,071 

 棚卸資産の増減額（△は増加） △30,918 2,979 

 前渡金の増減額（△は増加） △50,156 90,791 

 仕入債務の増減額（△は減少） △20,119 △3,910 

 預り金の増減額（△は減少） △3,350 △332 

 未払金の増減額（△は減少） △172,124 △243,037 

 その他 △48,400 △1,826 

 小計 234,245 △33,841 

 利息及び配当金の受取額 643 654 

 利息の支払額 △19,675 △17,933 

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △184,582 △123,088 

 補助金の受取額 4,868 4,805 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 35,498 △169,404 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △9,867 - 

 有形固定資産の取得による支出 △37,091 △166,671 

 無形固定資産の取得による支出 △22,500 - 

 有形固定資産の売却による収入 - 1,957 

 定期預金の預入による支出 △30,107 △1 

 定期預金の払戻による収入 30,088 - 

 投資不動産の賃貸による支出 △4,369 - 

 投資不動産の賃貸による収入 9,226 - 

 敷金及び保証金の差入による支出 △585 △10,770 
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 敷金及び保証金の回収による収入 16,511 4,224 

 長期前払費用の取得による支出 △11,183 △25,096 

 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による 
収入 

2,842 - 

 その他 △7,393 △6,766 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △64,427 △203,124 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △128,014 594,000 

 長期借入れによる収入 400,000 415,000 

長期借入金の返済による支出 △152,919 △475,755 

 長期未払金の返済による支出 △27,222 △9,818 

 リース債務の返済による支出 △7,690 △7,250 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 84,153 516,176 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,936 △25,336 

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 58,161 118,311 

現金及び現金同等物の期首残高 662,742 720,903 

現金及び現金同等物の期末残高 720,903 839,214 

 



 
 

株式会社バルコス（７７９０）令和４年12月期 決算短信 
 

― 13 ― 

（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」

という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。 

これにより、商品の販売において顧客から提示される不特定多数の消費者に配布した割引クーポンにつ

いて、従来、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識し、利用額を「販売費及び一般管理費」とし

て処理しておりましたが、対価の総額から控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。また、

一定の返品が見込まれる取引について、従来は、返品実績に基づいて収益及び売上原価を減額しておりま

したが、販売時に返品されると見込まれる商品の収益及び売上原価相当額を除いた額を収益及び売上原価

として認識する方法に変更しており、返品されると見込まれる商品の対価を「流動負債」の「返金負債」

として、返金負債の決済時に顧客から商品を回収する権利として認識した資産を「流動資産」の「返品資

産」として表示しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連

結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。 

この結果、当連結会計年度の売上高は18,592千円減少し、売上原価は3,745千円減少し、販売費及び一

般管理費は12,743千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ2,103千円減

少しております。また、利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。 

 

（時価の算定に関する会計基準の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当連連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 令和元年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算

定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当連結会

計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。 

  

（表示方法の変更） 

  前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「前渡金の増減額」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。こ

の表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

  この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・
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フロー」の「その他」に表示していた△98,557千円は、「前渡金の増減額」△50,156千円、「その他」

△48,400千円として組み替えております。 

 

（追加情報） 

 （投資不動産の保有目的の変更） 

   当連結会計年度の期首において、従来、投資目的で保有しておりました投資不動産（227,606千円）に

ついて、物件数の増加により事業としての重要性が増したこと、及び今後の事業展開を見据えて、営業

目的へと保有目的を変更し、建物及び構築物（純額）77,560千円と土地150,046千円に振り替えておりま

す。 

   また、これに伴い、従来、連結損益計算書の「営業外収益」及び「営業外費用」に含めて表示してお

りました投資不動産に係る損益は、当連結会計年度より「売上高」及び「売上原価」並びに「販売費及

び一般管理費」の各科目に含めて表示することとし、連結キャッシュ・フロー計算書の「投資活動によ

るキャッシュ・フロー」に含めて表示しておりました投資不動産の賃貸に係るキャッシュ・フローは、

当連結会計年度より「営業活動によるキャッシュ・フロー」として表示することとしております。 
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   （セグメント情報) 

１. 報告セグメントの概要 

   （1）報告セグメントの決定方法 

      当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

     当社グループは「皮革製品販売事業」「メディア事業」及び「不動産事業」の３つを報告セグメントとし

ております。 

 

   （2）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

     皮革製品販売事業：皮革製品を中心とした製商品の通信販売及び卸売 

メディア事業  ：ファッション情報を発信するＷＥＢメディアの運営 

不動産事業   ：当社グループが所有している物件の賃貸・管理 

 

   （3）報告セグメントの変更等に関する事項 

     当連結会計年度より、今後の事業展開を見据えた事業セグメントの見直しを行い、これまで別々の報告セ

グメントとしていた「クロスメディア事業」、「店舗事業」及び「海外事業」を「皮革製品販売事業」とし

て１つの報告セグメントに集約し、新たに「メディア事業」及び「不動産事業」を報告セグメントに追加し

ました。なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しております。 

     前連結会計年度のセグメント区分との関係は次のとおりであります。 

前連結会計年度 当連結会計年度 

クロスメディア事業 

店舗事業 

海外事業 

 

皮革製品販売事業 

その他 メディア事業 

－ 不動産事業 

 

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針

に準拠した方法であります。また、報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であり、セグメント間

の内部売上高及び内部振替高等は市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。 

 

「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度に係る連結財務諸表から収益認識会計基準等を適用

し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変

更しております。当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「皮革製品販売事業」の売上高

が18,592千円減少し、セグメント利益が2,103千円減少しております。 

また、「追加情報」に記載のとおり、従来、連結損益計算書の「営業外収益」及び「営業外費用」に含め
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て表示しておりました投資不動産に係る損益は、当連結会計年度より「売上高」及び「売上原価」並びに

「販売費及び一般管理費」の各科目に含めて表示することとしております。 

 

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報及び収益の分解情報 

    前連結会計年度（自 令和３年１月１日 至 令和３年12月31日） 

  （単位：千円） 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△256,159千円は、セグメント間取引消去11,000千円および報告

セグメントに配分していない全社費用△267,159千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   ３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入であります。 

   ４．収益の分解情報は、「バッグ」、「財布」及び「その他」に区分して記載しております。 

  

 報告セグメント 調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額（注）２ 
皮革製品 

販売事業 

メディア 

事業 

不動産 

事業 
計 

売上高 

 バッグ 

 財布 

 その他 

2,017,185 

2,521,378 

12,894 

- 

- 

105,874 

- 

- 

- 

2,017,185 

2,521,378 

118,769 

- 

- 

- 

2,017,185 

2,521,378 

118,769 

顧客との契約から生

じる収益 4,551,458 105,874 - 4,657,332 - 4,657,332 

その他の収益 - - - - - - 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

4,551,458 

 

- 

105,874 

 

- 

- 

 

- 

4,657,332 

 

- 

- 

 

- 

4,657,332 

 

- 

計 4,551,458 105,874 - 4,657,332 - 4,657,332 

セグメント利益 

又は損失（△） 

 

551,267 

 

24,045 

 

△5,000 

 

570,312 

 

△256,159 

 

314,152 

その他項目 

 減価償却費 

 減損損失 

      

19,829 4,500 - 24,329 - 24,329 

6,285 - - 6,285 - 6,285 
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   当連結会計年度（自 令和４年１月１日 至 令和４年12月31日） 

（単位：千円） 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△264,081千円は、セグメント間取引消去27,000千円および報告

セグメントに配分していない全社費用△291,081千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   ３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入であります。 

   ４．収益の分解情報は、「バッグ」、「財布」及び「その他」に区分して記載しております。 

 

  

 報告セグメント 調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額（注）２ 
皮革製品 

販売事業 

メディア 

事業 

不動産 

事業 
計 

売上高 

 バッグ 

 財布 

 その他 

1,492,572 

1,648,693 

123,662 

- 

- 

220,928 

- 

- 

- 

1,492,572 

1,648,693 

344,590 

- 

- 

- 

1,492,572 

1,648,693 

344,590 

顧客との契約から生

じる収益 3,264,928 220,928 - 3,485,856 - 3,485,856 

その他の収益 - - 19,165 19,165  19,165 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

3,264,928 

 

- 

220,928 

 

- 

19,165 

 

- 

3,505,022 

 

- 

- 

 

- 

3,505,022 

 

- 

計 3,264,928 220,928 19,165 3,505,022 - 3,505,022 

セグメント利益 

又は損失（△） 

 

307,446 

 

70,268 

 

△26,626 

 

351,088 

 

△264,081 

 

87,007 

その他項目 

 減価償却費 

 減損損失 

      

18,767 4,500 11,054 34,322 - 34,322 

8,323 - - 8,323 - 8,323 
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（１株当たり情報) 

 
前連結会計年度 

(自 令和３年１月１日 
至  令和３年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 令和４年１月１日 
至  令和４年12月31日) 

１株当たり純資産額 387.02円 389.90円 

１株当たり当期純利益金額 160.65円 3.21円 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

    ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。 

項目 
前連結会計年度 

(自  令和３年１月１日 
至  令和３年12月31日) 

当連結会計年度 
(自  令和４年１月１日 
至  令和４年12月31日) 

親会社株主に帰属する当期純利益金額
(千円) 

183,136 3,664 

普通株主に帰属しない金額(千円) - - 

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益金額(千円) 

183,136 3,664 

普通株式の期中平均株式数(株) 1,140,000 1,140,000 

 

（重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

 

 

 

 


